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将来見通しに関する注意事項

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、

結果を招き得る不確実性に基づくものです。

 それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、

不確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する

クレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制へ

の傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに

限定されるものではありません。

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社としてその実現を約束する趣旨のものでは

ありません。

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を

欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものでは

ありません。

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、

それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。



 日欧におけるアリセプトがフルにLOEの影響を受ける
 日本における薬価改定の影響

 成長ドライバーの転換
アリセプト、パリエット／アシフェックス→ハラヴェン、Fycompa、BELVIQ

 収益構造の転換
研究開発費20％維持、構造改革および販管費の効率化による収益性の確保

2012年度におけるポイント
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計画「はやぶさ」の中でチャレンジングな年度と想定

トランスフォーメーションの進展

 年度末に向けての成長力の回復および前年並みの利益レベルの確保
売上高 6100億円（前年比 94％） ＲＯＥ 14.1％
営業利益 870億円（前年比 91％） ＥＰＳ 207.0円
当期純利益 590億円（前年比101％）
キャッシュ・インカム 1075億円（前年比100％）

2012年度業績見通し
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2011年4月-6月 2012年4月-6月

実績 売上比 実績 売上比 前同比 上期進捗

売上高 1,673 100.0 1,469 100.0 88 49.5

売上原価 430 25.7 432 29.4 100 -

売上総利益 1,243 74.3 1,037 70.6 83 -

研究開発費 337 20.2 284 19.3 84 -

販売管理費 684 40.9 562 38.3 82 -

営業利益 222 13.3 191 13.0 86 54.7

経常利益 212 12.6 179 12.2 85 55.2

四半期純利益 135 8.1 119 8.1 88 50.5

（億円、％）

第１四半期連結業績
上期業績予想に対して順調な進捗

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2012年度第1四半期期中平均レート：米ドル：80.20円（前期変動率△1.9%）、ユーロ：102.90円（同△12.4%）、ポンド：126.85円（同△4.8％）

キャッシュ・インカム 259 243 94 50.5
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オンコロジーフランチャイズ売上高
抗がん剤領域の売上高比率17%へ順調に進捗

（億円、％）

がん関連製品は現地通貨ベース108％の成長で、
売上高比率は17.2％へ

2011年

4月-6月
2012年4月-6月

実績 実績 前同比

ハラヴェン 26 55* 212

シンベンダ
／トレアキシン 8 9 112

Aloxi 97 95 99[100]

Dacogen 49 44 90[92]

Fragmin 35 29 81[83]

その他 25 20 79[82]

がん関連製品 240 252 105[108]

［］内は現地通貨ベース
* ハラヴェンの米国売上高は$39M
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アリセプト パリエット/アシフェックス売上高

（億円、％）

2011年

4月-6月
2012年4月-6月

実績 実績 前同比

イーストアジア*1

（日本）

300
(285)

233
(217)

78
(76)

アメリカス*2

[百万米ドル]

47
[57]

24
[30]

51
[52]

EMEA*3 68 12 17

Indo-Pacific*4 5 4 82

計 420 273 65[66]

日本アリセプトは薬価改定の影響および競合激化の
影響により前同比７６％
（物量前同比*5 ９４％）

［］内は現地通貨ベース*1 日本、中国、韓国、台湾、香港
*2 北米、中南米
*3  Europe, Middle East, Africa：欧州、中東、アフリカ
*4 南アジア、アセアン、オセアニア

アリセプト （億円、％）

2011年

4月-6月
2012年4-6月

実績 実績 前同比

イーストアジア
（日本）

155
(148)

138
(131)

89
(88)

アメリカス
[百万米ドル]

158
[194]

132
[164]

83
[85]

EMEA 14 12 81

Indo-Pacific 4 4 95

計 332 285 86[87]

［］内は現地通貨ベース

パリエット/アシフェックス

日本パリエットは薬価改定の影響を受けながらも、
前同比８８％
（物量前同比*5 １０５％）

*５ 薬価改定の影響を除いた売上高前年比
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セグメント売上高

2011年

4月-6月
2012年4月-6月

売上高 構成比 売上高 構成比 前同比

イーストアジア*

（日本）

988

（918）

59.1

（54.9）

934

（854）

63.6

（58.2）

95

（93）

アメリカス* 448 26.8 386 26.3
86

[88]

EMEA* 124 7.4 69 4.7
56

[63]

Indo-Pacific* 17 1.0 16 1.1
96

[102]

報告セグメント計 1,577 94.3 1,406 95.7 89

その他事業 96 5.7 63 4.3 66

連結売上高 1,673 100.0 1,469 100.0
88

[89]

（億円、％）

［］内は現地通貨ベース

* イーストアジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業
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セグメント利益

2011年 4-6月 2012年 4-6月

セグメント

利益
構成比 利益率

セグメント

利益
構成比 利益率 前同比 前同差

イーストアジア*

（日本）

422

（403）

72.5

（69.4）

42.6

（43.9）

381

（367）

76.4

（73.5）

40.8

（42.9）

90

（91）

△40

（△36）

アメリカス*

［百万米ドル］

102

[125]
17.6 22.9

81

[101]
16.3 21.0

79

[81]

△21

[△24]

EMEA* 11 1.8 8.5 4 0.9 6.2 40 △6

Indo-Pacific* 4 0.7 22.5 4 0.7 21.6 92 △0

報告セグメント計 538 92.6 34.1 470 94.3 33.5 87 △68

その他事業 43 7.4 44.9 29 5.7 45.3 67 △14

研究開発費および

親会社の本社管理費等
△359 △308 86 52

連結営業利益 222 13.3 191 13.0 86 △31

（億円、％）

* アメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント利益は期中平均レートに基づき算出
* イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業
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88

収益構造のトランスフォーメーション

優先プロジェクトへの
積極投資継続

さらなる効率化

同レベルを維持

11月 日本アリセプト
物質特許満了

 日本アリセプト売上減
 薬価改定による買控え
 欧州アリセプトLOE

 年金制度改革等による
販管費の効率化

 薬価改定等の影響

 新製品群の上市・成長
（Fycompa、BELVIQ等）

 日本アリセプト単独
プロモーション開始(4Q)

売上1432億円 売上1469億円

営業利益率

販売管理費率

研究開発費率

売上原価率
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２０１１年度 ２０１２年度

実績 売上比 見通し 売上比 前期比

売上高 6,480 100.0 6,100 100.0 94

売上原価 1,734 26.8 1,760 28.9 101

売上総利益 4,746 73.2 4,340 71.1 91

研究開発費 1,251 19.3 1,260 20.7 101

販売管理費 2,537 39.1 2,210 36.2 87

営業利益 957 14.8 870 14.3 91

経常利益 900 13.9 820 13.4 91

当期純利益 585 9.0 590 9.7 101

（億円、％）

ＥＰＳ（円） 205.3 207.0

ＲＯＥ（％） 14.3 14.1

ＤＯＥ（％） 10.4 10.2

キャッシュ・インカム 1,077 1,075

配当金（円） 150 150

２０１２年度 連結業績見通し
価値創造のKPIは前年レベルを確保し安定配当を堅持

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2011年度期中平均レート：米ドル79.08円、ユーロ：108.97円、ポンド：126.22円 2012年度予想レート 米ドル：80円、 ユーロ：105円、 ポンド：120円
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プロダクトの

価値最大化

に向けて

10



国内アリセプト900億円レベルをめざす

11

2012年度：目標20万人

10mg錠：物量前同比145％

服薬継続期間
平均6ヶ月を
2週間延長
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引き続き躍進する国内新製品群

（億円、％）

（億円）

次世代
成長ドライバー

2011年

4月-6月

2012年
4月-6月

前同比 前同差

ハラヴェン － 13.3 ー 13.3

トレアキシン 8.1 9.0 111 0.9

ヒュミラ 46.3 57.5 124 11.2

リリカ
（アライアンス収入） 21.1 31.0 147 9.9

ルネスタ
オンブレス

リパクレオン
ホストイン

－ 8.5 － 8.5

総 計 75.5 119.3 158 43.8



グローバルに成長を続けるハラヴェン
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2010年度

米国上市

欧州上市

主要国におけるイベント＆エビデンス創出

 米国：ASCO*シンポジウムの活用

 日本乳がん学会でのデータ発表

(億円）

日本上市

2011年度 2012年度

グローバルにより多くの患者様へ貢献する
ための承認取得拡大・加速

 世界３７カ国で承認取得済み

 さらに１３カ国で承認申請中

 欧州：主要国での償還手続き進展

* ASCO: American Society of Clinical Oncology （米国臨床腫瘍学会）
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米国ＦＤＡが肥満症治療剤 BELVIQ®を承認
成人の肥満症に対する処方薬として13年ぶりの新薬承認

 2012年6月27日にFDAより承認取得
 作用機序： 新規の選択的なセロトニン

（5-HT2C） 受容体アゴニスト
 効能・効果： ボディ・マス・インデックス （BMI）

が30kg/m2以上（肥満）、あるいは少なくとも
１つ以上の合併症（高血圧、脂質異常症、2型
糖尿病等）を伴うBMI 27kg/m2以上（過体重）

の患者様の、低カロリーダイエットと習慣的な
運動による体重管理プログラムに対する補助
療法として適応

（使用上の注意）

・処方箋薬（フェンテラミン等）、市販薬、漢方薬を
含む、他の抗肥満薬との併用時における有効性と
安全性は確立していない

・本剤の心脈管系疾患による死亡および発症に
関して確立された知見は得られていない

12週間の投与で5％の体重減少がなかった場合には
投与を中止する

ポテンシャル
 2012年度第4四半期に上市見込み

（米国麻薬取締局の審査完了後）

 商業化の権利： 米国、カナダ、メキシコ
およびブラジルを含む21カ国における
独占的販売権をエーザイが所有

 米国では推定1億1000万人（20歳以上
人口の35.7%）が肥満 （BMI 30以上）に
該当*1

 米国における肥満症にかかるコストは、
年間1500億米ドル*2（約12兆円）
（年間医療予算の約10%）

肥満症治療に対する
新しい選択肢（内科的治療分野）の提供

*1 Prevalence of Obesity in the United States, 2009 – 2010, Centers for Disease Control and Prevention
*2 Eric A. Finkelstein, Justin G. Trogdon, Joel W. Cohen and William Dietz, Annual Medical Spending Attributable To Obesity: Payer-And Service-Specific Estimates,

Health Affairs, 28, no.5 (2009):w822-w831 (published online July 27, 2009; 10.1377/hlthaff.28.5.w822)

BELVIQについての詳しい製品情報： http://us.eisai.com/package_inserts/BelviqPI.pdf



15

BELVIQ®による新たな市場創造活動のスタート

アンメットメディカルニーズに対する新たな市場の創出

 肥満症の市場おいて13年ぶりの処方新薬の承認取得

 未開拓な市場であり、疾患啓発や適正使用の促進が非常に重要な領域

疾病啓発と適正使用の促進による患者様貢献

 適正使用情報に基いたプロモーション活動の推進

 アリセプトで培った経験とノウハウを活用して市場を開拓

 万全な準備のもと米国市場導入を果たし患者様貢献を果たす

アリセプトのサクセス ストーリーを再び



2012年度のStrong Recovery
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2012年度上期業績見通し

350億円

2970億円

営業利益の軌道

3130億円

520億円

●国内アリセプトの再成長に向けた取組み
●国内アリセプト単独プロモーションの開始
●豊富な新製品群の上市および成長拡大
●販売管理費のさらなる効率化

売上高の軌道

1Q進捗率
49.5%

1Q進捗率
54.7%

2012年度下期業績見通し
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イノベーションの進展

17



Ｆｙｃｏｍｐａ®（ペランパネル） 欧州で承認
新たな治療オプションの提供により神経過興奮の克服をめざす

 シナプス後のAMPAレセプターにおいて非競合的に
拮抗し、てんかん発作の神経過興奮を抑制する
ファーストインクラスの薬剤

 欧州：12歳以上のてんかん患者様の部分発作（二次性
全般発作を含む） に対する併用療法として7月23日に
欧州委員会より承認取得

 米国：10月22日 PDUFAアクションデート

2013年度第1四半期上市予定

 日本、アジアで部分てんかんのフェーズⅢ試験が
進行中

 難治性全般てんかん発作（強直性間代性発作）に
おける併用療法に関する日米欧アジアでの国際共同
治験（フェーズⅢ）も進行中

上市予定
英国、ドイツ、オーストリア、デンマークを

先陣に、欧州諸国で順次上市予定

抗てんかん薬4品によるフランチャイズの形成
Fycompa、ゾネグラン、イノベロン、ゼビニクス

18



ハラヴェンの
ポテンシャル最大化に向けて

非小細胞肺がん：米欧日アジアでのフェーズIII試験が極めて順調に進行中

軟部肉腫：米国、欧州、アジアでのフェーズIII試験が順調に進行中

日本でのフェーズII試験が順調に進行中

リポソーム製剤：欧州において臨床試験（フェーズＩ）が近々開始予定

進行性・転移性乳がんに対するハラヴェンとカペシタビン併用療法のフェーズＩ/II試験
（２０３試験）結果
 併用療法においても良好な忍容性を確認 ＡＳＣＯ（2012年6月）で発表*

 フェーズＩＩパートの患者様登録完了（42例）

* Dr. Plummer and Dr.Twelves et al.

局所進行性・転移性乳がんに対するカペシタビン対照のフェーズＩＩＩ試験（301試験）速報結果

 対象患者様数 １１０２例（イベント数９０５例）

 ハラヴェン投与群はカペシタビン投与群と比べて、主要評価項目である全生存期間、
無増悪生存期間において、あらかじめ設定されたp値に基づく統計学的有意差は
認められなかったが、全生存期間については延長する傾向を示唆

 安全性に関して、新たなシグナルは観察されず

 申請に向けた当局との協議が進行中

 詳細データについては年内に学会発表予定
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Lenvatinib 臨床試験の順調な進捗
VEGFR2チロシンキナーゼやRETキナーゼを含む複数のキナーゼに対する阻害

甲状腺がん（髄様がん）を対象とした
フェーズⅡ試験より*1

80％の患者様で
病勢安定あるいは部分奏功

腫瘍縮小率分布

進行性メラノーマを対象としたテモゾロマイドとの
併用療法におけるフェーズⅠｂ試験より*2

64％の患者様で
病勢安定あるいは部分奏功

腫瘍縮小率分布

 肝細胞がん：
フェーズI/Ⅱ試験におけるPOC確認を
踏まえ、フェーズⅢ試験準備中

 子宮内膜がん、グリオーマ：
POC確認のためのフェーズⅡ試験が
順調に進行中

 メラノーマ：
POC確認のためのフェーズⅡ試験が
順調に進行中
（BRAF野生型と変異型の2群）

 非小細胞肺がん
（RET染色体転座を標的）：

グローバルのフェーズⅡ試験準備中

*1 M. Schlumberger (Institut Gustave-Roussy, Villejuif, France) et al.   （ASCO 2012で発表）
*2 D. Hong(The University of Texas MD Anderson Cancer Center, TX, USA) et al.  （ASCO 2012で発表）20

 甲状腺がん：
甲状腺がん（分化型）に対するグローバル
フェーズIII試験が順調に進行中
2013年度申請予定



次世代アルツハイマー型認知症治療剤 E2609の進展
BACE*阻害により、疾患修飾（原因）法を狙う

自社創製の次世代経口アルツハイマー型認知症治療剤

* BACE：Beta-secretase （アミロイド前駆体タンパク質βサイト切断酵素）

国際アルツハイマー病学会2012で、健康成人でのフェーズⅠ試験結果を発表

単回服用で、血漿中Aβレベルを
強力かつ持続的に抑制

（800mgで最大 92% 減少）

14日連続服用で、
脳脊髄液中のAβレベルも強く抑制

（100mg投与群で 74% 減少）
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プロダクトクリエーションの加速
モルフォテックにおける抗体医薬開発の進展

Farletuzumab

2012年8月竣工

2013年度よりGMP製造開始
予定

自社開発用抗体製造による
開発のスピードアップと

抗体製造の効率化

プラチナ感受性再発卵巣がんフェーズⅢ試験
 世界30カ国、1100例の患者様登録完了
 2012年度 第4四半期、日米欧で同時申請予定

パイロットプラント

MORAb-004

FRA発現診断キット

FRA発現診断キット Biocare社との提携により
研究用として新発売
卵巣がん患者様ではFRA陽性率が90%以上、
非小細胞肺がんにおいてもFRA発現が確認され
ており、すでにFRA発現患者様を対象にフェーズ
Ⅱ試験進行中

プロダクトクリエーション
の加速

メラノーマ： フェーズⅡa 試験、
エンロール完了

大腸がん： フェーズⅡ試験実施中
2012年度末試験完了予定

肉腫： フェーズⅡ試験開始

コンパニオン診断薬候補となるバイオマーカー検討
を含めた３種のフェーズⅡ試験が順調に進行中
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モルフォテック創製の、葉酸
受 容 体 α(FRA) に 対 す る
ファーストインクラスのヒト化
モノクローナル抗体

モルフォテック創製の、Tumor 
endothelial marker1(TEM-
1)/エンドシアリンに対する
ファーストインクラスのヒト化
モノクローナル抗体



プロダクトクリエーションの加速
コンパニオン診断薬（CDx）の開発に向けたプラットフォーム整備

バイオマーカー＆パーソナライズド・メディスン
（BPM）ユニットの再編

パーソナライズドメディシンのさらなる展開による
患者様のベネフィットの最大化

従来のBPMユニット
バイオマーカー研究に精通し、

CDxを開発する上でベースとなる
知識、技術、ノウハウを有する

診断薬の製造・販売子会社
エーディア

診断薬の知識、経験を有するオンコロジー
ニューロ

サイエンス
カン フロンティア

プロダクト＋CDx

連携

モルフォ
テック

CDxの開発、臨床研究
社外との共同研究推進等

BPMユニット
プレジデント

バイオマーカー研究部 診断薬開発部
研究開発機能を融合

体外診断薬を一貫して創出
する体制に

23

Ｈ３
Biomedicine

プロダクトクリエーションユニット

日本・アジア
臨床研究



プロダクトクリエーションの加速
カン研究所におけるオープンイノベーションの活用

鹿児島大学
京都大学

*1 健康成人を対象とした試験は他施設で実施 *2 株式会社 カン研究所

KANAb001(E6011)
カン創製のケモカインを標的
としたファーストインクラスの
ヒト化モノクローナル抗体

免疫難病に対する早期・
探索的臨床試験拠点

慶應義塾大学

内科的肝補助療法や
肝移植では不十分な
患者様への薬物治療

組換えヒト肝細胞増殖因子
肝再生促進作用と
抗アポトーシス作用を介した
病態進展阻止作用を期待

神経変性疾患、がんの再発・転移、難治性免疫疾患を重点研究領域として
「創薬につながる細胞生物学研究（Integrative Cell Biology for Medicine）」を展開

アンメットメディカル
ニーズのマッチング

プロダクトクリエーション
の加速

大学における
ナレッジ・ノウハウ

炎症性腸疾患の新薬開発
フェーズＩを開始*1

連携

連携

連携

連携

急性肝炎重症型の
新薬開発
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関西イノベーション国際戦略総合特区の特定国際戦略事業の指定法人に指定
２０１４年に神戸医療産業都市の新研究施設に移転を決定*2

カン研究所カン研究所

完成予想図



２０１２年度 豊富な新製品群のグローバル上市による価値最大化

ハラヴェン グローバル： 13カ国承認申請中

Fycompa® (perampanel)

欧州： 2012年7月承認取得
第2四半期より英国、ドイツ、オーストリア、デンマークを先陣に、
欧州諸国で順次上市予定

米国： 2013年度第1四半期上市予定

BELVIQ® (lorcaserin)

米国： 2012年6月承認取得 第4四半期上市予定

ケアラム 炎症性サイトカイン・免疫グロブリン産生を抑制する新規疾患修飾性抗リウマチ薬
日本： 第2四半期上市予定

クレブジン 中国市場で大きなポテンシャルを有する慢性B型肝炎治療剤
中国： 第3四半期上市予定

ギリアデル 脳腫瘍 （悪性神経膠腫）に対する世界で唯一の脳内インプラント徐放製剤
日本： 第3四半期上市予定

ハラヴェン ３７カ国承認取得済み 米国、欧州、日本、スイス、シンガポールなどで発売中

ルネスタ 入眠障害と中途覚醒のいずれにも有効な不眠症治療薬：日本発売中
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イースト アジア医薬品事業の業績

２０１１年４-６月 ２０１２年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 988 100.0 934 100.0 95[95]

アリセプト 300 30.3 233 25.0 78[78]

パリエット 155 15.7 138 14.8 89[89]

メチコバール 94 9.5 91 9.8 97[97]

ヒュミラ 55 5.5 68 7.3 125[126]

強力ミノファーゲンシー/グリチロン 19 1.9 19 2.1 100[100]

セグメント利益 422 42.6 381 40.8 90

［］内は現地通貨ベース

（億円、％）
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（億円、％）

イースト アジア医薬品事業の業績

２０１１年４-６月 ２０１２年４-６月
実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 330 100.0 404 100.0 123
メチコバール 146 44.4 175 43.3 120
強力ネオミノファーゲンシー/グリチロン 67 20.3 72 17.8 108
アリセプト 31 9.3 49 12.2 160
パリエット 20 6.1 26 6.5 131

（百万RMB、％）＜中国＞

２０１１年４-６月 ２０１２年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 918 100.0 854 100.0 93

医療用医薬品計 821 89.4 755 88.4 92

アリセプト 285 31.1 217 25.4 76

パリエット 148 16.1 131 15.3 88

メチコバール 74 8.1 68 8.0 92

ヒュミラ 46 5.0 58 6.7 124

アクトネル 29 3.1 24 2.8 84

一般用医薬品 50 5.5 41 4.8 82

ジェネリック医薬品 32 3.5 44 5.2 139

診断薬 15 1.6 14 1.6 92

セグメント利益 403 43.9 367 42.9 91

＜日本＞
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（億円、％）

アメリカス医薬品事業の業績

２０１１年４-６月 ２０１２年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 448 100.0 386 100.0 86

アリセプト 47 10.5 24 6.2 51

アシフェックス 158 35.4 132 34.1 83

ハラヴェン 25 5.6 31 8.1 125

Aloxi 97 21.6 95 24.6 99

Dacogen 49 10.9 44 11.5 90

MGI計 153 34.1 145 37.6 95

Fragmin 35 7.9 29 7.4 81

がん関連領域計 226 50.5 212 55.0 94

セグメント利益 102 22.9 81 21.0 79



3030

（百万米ドル、％）

アメリカス医薬品事業の業績

２０１１年４-６月 ２０１２年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 548 100.0 481 100.0 88

アリセプト 57 10.5 30* 6.2 52

アシフェックス 194 35.4 164 34.2 85

ハラヴェン 31 5.6 39 8.1 127

Aloxi 118 21.6 119 24.7 100

Dacogen 60 10.9 55 11.5 92

MGI計 187 34.1 181 37.6 97

Fragmin 43 7.9 36 7.5 83

がん関連領域計 276 50.5 265 55.1 96

* アリセプトはアリセプト23mgの売上高$19Mを含む

＜米国＞
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（億円、％）

EMEA、 Indo-Pacific医薬品事業の業績

２０１1年４-６月 ２０１２年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 124 100.0 69 100.0 56[63]

アリセプト 68 55.1 12 16.7 17[19]

パリエット 14 11.7 12 17.0 81[91]

ゾネグラン 12 9.5 11 15.8 93[105]

ハラヴェン 1 0.8 10 15.1 1058[1187]

セグメント利益 11 8.5 4 6.2 40[77]

［］内は現地通貨ベース

２０１１年４-６月 ２０１２年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 17 100.0 16 100.0 96[102]

アリセプト 5 29.3 4 25.1 82[88]

パリエット 4 24.7 4 24.5 95[103]

セグメント利益 4 22.5 4 21.6 92[99]

［］内は現地通貨ベース

（億円、％）
＜Indo-Pacific＞

＜EMEA＞


